く、 お 医者 様と 泥酔した。 

そのころ ゼィ ムシ ョ から ハガキ を もら つ て 精神 分裂 

症に か、 つていた から、 私 は 朝の 散歩 を ヒルに のばし 

て、 集団 見合 見学に でかけた。 

門 をで ると、 うちの 女中が 蒼 ざめ て龃 けこんで きた _ 

用た しに 駅の 方へ 行ったら、 駅前の カスト リ屋の オヤ 

,./ 、、ゝ 、 

シカ 

「ォ— ィ、 シィ ちゃん、 シィ ちゃん (女中の 名) さて 

は、 多摩川へ 見合いに 行 くんだろう、 ^ -— ィ、 ^ -1 ィ」 

用た しに 行け なくなって、 逃げて 帰って来 たので あ 

る。 集団 見合 は、 いたるところ セン 風 を まき 起して い 



高木 青年が 手 を ふ つ て 呼びかけた。 漫画の 富 田英三 

氏と 一 しょで ある。 高木 青年 は 私の 入智 恵に 従い 赤札 

をつ けて いたが、 

r ダメ です よ。 男 も 女 も 赤札が 全然ないで すよ。 タマ 

にいれば 六十の 婆さんで すよ」 

と ゥラミ をのべ た。 

彼 は 出場 券 づきの 雑誌 を 改めて 買って きて、 白札 を 

つけて、 やたらに 十人並の 女の子に 狙い をつ けて 東奔 

西 走し はじめた が、 それと は 知らず ニセ モノ 同志が 〔# 

「ニセ モノ 同志が」 は 底本で は 「二 セノモ 同志が 匕 ハチ ムロ 

せ をして いるに すぎな いので ある。 



げる ことができな いの だ。 誰か- V 自分 を 見て いて、 今 

に 誰か ゾ 話しかけて くれる ものと 羞恥と 不安で イツ パ 

ィ なの だ。 然し、 誰も 見やし ない。 言いよ る 者の ある 

害の ない 醜い 娘た ちであった。 

集団 見合 も、 このま、 では、 残酷す ぎる。 いたまし 

すぎる。 

川に はボ— トが うかんで いる。 パ ンパ ンのボ —トが 

ス ー と 男の ボ— トに 近づいて 交渉 を はじめた。 二つの 

ボ— トはス —と 陸へ 並んで 行った。 そっちの 方が てつ 

とり 早く 見合い を 完了した ので ある。 バカバカしい。 
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